
（第
四
十
一
号
）

　　　　　

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会

春
季
総
会
の
ご
案
内

薫
風
の
候
、
会
員
各
位
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
大
慶
に
存
じ

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
関
東
連
合
会
春
季
総
会
を
下
記
に

よ
り
開
催
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
出
席
を
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
総
会
で
は
、
特
別
講
演
を
飯
野
正
光
先
生

（昭
和
五
十
－

年
卒
、
前
東
京
大
学
医
学
部
教
授
、
現
日
本
大
学
特
任
教
授

　

本
会

副
会
長
）
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
基
礎
医
学
系
大
学
院
に
占
め
る
医
学
部
卒
業
生
の
割
合

の
減
少
を
憂
い

「絶
滅
危
倶
種
を
救
う
」
（講
演
要
旨
後
述
）
と
題
し

て
ご
講
演
を
し
て
頂
き
ま
す
。

懇
親
会
の
ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
仙
台
出
身
の
バ

リ
ト
ン
歌
手
成
田
博
之
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
数
々
の
名
曲

（曲
目
等

後
述
）、
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
緑
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
総
会
に
な
る
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
、
奥
様
は
じ
め
ご
家
族
の
皆
様
と
も
ど
も
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
皆
々
様
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会

　

会
長

　　　　　　

押
田
茂
蜜

獅
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

「

　

期

　

日

　　

平
成
二
十
八
年
六
月
四
日

（土
）

二
、
場

　

所

　　

市
ヶ
谷
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア

電
話
０
３

（３
２
６
１

９
９
９
２
１
）

Ｊ
Ｒ

ｏ
地
下
鉄
市
ヶ
谷
駅
か
ら
徒
歩
二
分

三
．
受
付
開
始

　

午
後
四
時
よ
り

四
、
総

　

会

午
後
四
時
三
〇
分
よ
り
開
会

開
会
の
辞

会
長
挨
拶

経
過
報
告

各
役
員
報
告
ｏ
そ
の
他

閉
会
の
辞

五
、
特
別
講
演

　

「絶
滅
危
倶
種
を
救
う
」

飯
野
正
光
先
生

（五
一卒
）

穴
、
懇
親
会

　　

午
後
六
時
よ
り
開
会

ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

成
田
博
之
さ
ん

　

バ
リ
ト
ン
歌
手

七
、
会

　

費

　　

会
員

　　　　

一
〇
〇
〇
〇
円

　　　　　　

ご
家
族

　　　

五
０
○
○
円

（
一
人
）

八
、
出
席
申
込
み

　

同
封
の
振
替
用
紙
に
会
費
と
共
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

念
五費
納
入
の
お
願
い

　

本
総
会
会
費
及
び
年
会
費
の
ご
納
入
を
四

ペ
ー
ジ
記
載
要
領
に
て
お
願
い
し
ま
す
）



　
　
　
　　
　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　

ま

、

　

・

　　　

と

し

絶
滅
危
倶
種
を
救
う

日
本
大
学
特
性
教
横

飯野正光先生”昭和５１年卒

　　　　　

飯
野
正
光

　　　　　　

（昭
五
一
卒
）

　

医
学
部
を
卒
業
し
て
、
基
礎

医
学
に
進
む
学
生
は
、
以
前
は

結
構
い
た
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、

国
立
大
学
医
学
部
長
会
議
の
調

査
で
は
、
基
礎
医
学
系
大
学
院

に
占
め
る
医
学
部
卒
業
生
の
割

合
は
年
々
減
少
し
て
い
て
、
こ

の
ま
ま
行
く
と
、
「絶
滅
」
す
る

の
で
な
い
か
と
危
倶
さ
れ
て
い

る
。

る
の
は
、
医
学
全
体
と
し
て
望

ま
し
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
。

あ
え
て
日
米
の
比
較
を
し
て
み

る
。
米
国
の
医
学
部
に
は
、
Ｍ

Ｄ
・
Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス
と
い
う
、

医
学
部
教
育
と
大
学
院
博
士
課

程
を
並
行
し
て
履
修
す
る
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
。
通
常
四
年
で
卒

業
で
き
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
コ

ー
ス
で
は
、
七
～
八
年
か
か
る

と
い
う
。
驚
く
べ
き
は
、
Ｍ
Ｄ
◎

Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス
を
と
っ
て
い
る

医
学
生
が
全
米
で
五
千
名
も
い

る
と
い
う
の
で
あ
る

（Ａ
Ｓ

Ｓ

Ｏ

　

Ｃ
・ｌ

　

ａ
ｔ

ｉ

　

ｏ

　

ｎ

　　

ｏ
ｆ

Ａ
ｍ
ｅ

ｒ
ｉ

ｃ
ａ
ｎ

Ｍ

ｅ
ｄ

ｉ
ｃ

ａ
１

Ｃ

ｏ
ｌ
ｌ

ｅ
ｇ
ｅ

調
べ
）
単
純
計
算
で
、
一学
年

当
た
り
の
学
生
数
は
、
七
〇
〇

名
程
度
に
な
る
。
対
し
て
、
日

本
で
は
、
そ
の
百
分
の
一
に
も

満
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
座
視
で
き
な
い
と

し
て
、
東
京
大
学
で
は
、
「Ｍ
Ｄ

研
究
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

立
ち
上
げ
、
医
学
部
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、
基
礎
医
学

研
究
室
に
所
属
し
て
研
究
す
る

機
会
を
学
生
に
与
え
て
い
る
。

各
学
年
の
二
〇
か
ら
三
〇
名
ほ

ど
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
五
～
一

〇
名
程
度
は
、
六
年
生
の
夏
ま

で
に
英
文
の
立
派
な
修
了
論
文

を
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
卒

業
後
直
ち
に
基
礎
系
の
博
士
課

程
に
進
学
す
る
学
生
も
出
て
き

て
い
る
。
医
学
部
の
過
密
な
講

義
、
実
習
が
終
わ
っ
た
後
、
深

夜
ま
で
実
験
に
打
ち
込
ん
で
い

る
医
学
生
達
を
見
て
い
る
と
、

大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。
研

究
を
体
験
し
た
学
生
達
は
、
卒

業
後
直
ち
に
基
礎
医
学
に
進
ま

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
近
い
将

来
基
礎
医
学
研
究
に
戻
っ
て
き

た
り
、
あ
る
い
は
臨
床
医
学
研

究
で
活
躍
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
期
待
し
て
い
る
。
研
究
は

様
々
な
視
点
か
ら
、
幅
広
く
行

う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
多
く
の
大
学
医
学

部
か
ら
研
究
に
熱
意
を
燃
や
す

学
生
が
出
て
来
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
医
学
部
が
そ
う
い
う
人

材
を
送
り
出
し
続
け
る
よ
う
心

か
ら
祈
っ
て
い
る
。
家
会
副
会
長
）

略
歴

　

飯
野
正
光
先
生

昭
「ｏ
ｌ
０
３

東
北
大
学
医
学
部
卒

同
５
５
・
３

東
北
大
学
大
学
院

研
究
科
修
了
（医
学
博
士
）

同
５
５
・
４

東
北
大
医
学
部
助
手

同
５
５
・
８
～
５
７
１
８
ま
で

　

ロ
ン
ド
ン

大
学
客
員
研
究
員

東
京
大
学
医
学
部

助
手
（転
勤
）

同
５
９
０
６

東
京
大
学
医
学
部

平
３
０
９

東
京
大
学
医
学
部
講
師

同
７
０
４
～
平
２
８
０
３

　　　　　

東
京
大
学
医
学
部
教
授

同
１
９
０
４
～
平
２
３
０
３

同
副
医
学
系
研
究
科
長
り

副
医
学
部
長
（併
任
）

同
付
属
疾
患
生
命
工
学

セ
ン
タ
ー
長

（併
任
）

同
２
８
０
４

日
本
大
学
医
学
部

　　　　

特
任
教
授

　

現
在
に
至
る

主
た
る
学
会
活
動

　

第
１
８
回
国
際
薬
理

学
◎臨
床
薬
理
導太
翫議
事
務
総
長

受
賞

　

上
原
賃

　

日
本
薬
埠太
瓦江
橋
節
郎
賞



　

首
題
の
女
医
部
会
は
、
来
る
七
月

　　

医
会
の
方
々
に
も
声
を
か
け
、
更
に

二
十
三
日

（土
）
午
後
五
時
よ
り
、

　　

私
の
息
子
が
平
成
二
十
七
年
卒
で
あ

次
の
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
ｏ

　　　　　　

る
こ
と
か
ら
、
同
級
生
に
も
声
を
か

け
て
も
ら
い
、
当
日
に
備
え
た
。

場
所

　

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
ク
ラ
ブ

（ア

　　　

当
日
は
二
十
八
人
程
の
会
員
が
集

ー
ク
森
ビ
ル
三
十
七
階
）
交
通

　

地

　　

ま
り
、
と
り
わ
け
本
当
の
若
手
会

下
鉄
南
北
線
六
本
木
一
丁
目
下
車
三

　　

平
成
二
十
七
年
卒
の
研
修
医
が
六
人

番
出
口
徒
歩
二
分
、
銀
座
線
溜
池
山

　　

も
参
加
し
た
。
金
石
瀬
遼
、
石
田
啓
之
、

王
下
車
一
三
番
出
口
徒
歩
五
分
。
イ

　　

中
川
諒
、
新
木
杏
子
、
林
高
大
、
桜

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

　　

井
健
一
）。各
自
自
己
紹
介
を
し
な
が

（旧
全
日
空
）
と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

　　

ら
、
特
に
新
人
は
、
将
来
の
研
修
や

ル
の
右
隣
り
の
ビ
ル
。
中
に
入
り
右

　　

研
究
へ
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
も
ら
い
、

側
に
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
あ
り
、
そ
こ

　　

有
益
な
会
と
な
っ
た
。
毎
年
一
回
開

の
女
性
が
三
七
階
ま
で
の
案
内
を
し

　　

く
こ
と
を
約
し
、
一
一次
会
も
行
い
散

て
く
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　

会
し
た
。
（文
責

　

昭
和
五
十
九
年
卒

講
演
＝
早
川
東
作
先
生

昭
和
五

岩
瀬
光
）
．

　

躍馨
墨
轍常蝶
夏

薩

　　　　　　　　　　　　　　　

　　

十
八
年
卒
）

テ
ー
マ

ヌ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
等

　　　　　　

轟

艦

　　　

隊
｛

若
手
会
開
催
さ
れ
る

　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
二
日
（土
）

飯
田
橋
駅
近
く
の
「北
海
道
」
で
関

東
連
合
若
手
会
が
行
わ
れ
た
。
若
い

関
東
在
住
の
艮
陵
会
員
が
集
ま
る
機

会
を
作
り
、
研
修
や
研
究
の
相
談
に

乗
り
、
将
来
展
望
を
援
助
し
た
い
と

思
い
、
開
催
し
て
数
年
に
な
る
。

今
年
も
、
平
成
卒
を
中
心
に
、
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　　

仙
台
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
、
バ
リ
ト
ン
の
成
田
博
之
さ
ん
を
お
迎
え
ー

岡

　

し
て
、
皆
様
に
馴
染
み
の
深
い
、
イ
タ
リ
ア
Ｂ
ナ
ポ
リ
民
謡
や
、
日
本
輔

圃

　

歌
曲
並
び
に
歌
劇

「カ
ル
メ
ン
」
か
ら

「闘
牛
士
の
う
た
」
な
ど
を
魅
輔

脚

　

力
溢
れ
る
美
声
の
バ
リ
ト
ン
を
皆
様
に
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

蜘

　

主
な
演
奏
曲
目

懲

　

＊
日
本
歌
曲

　　　　　　

荒
城
の
月

　

初
恋

　　　　　　　　　

題

蜘

　

＊
イ
タ
リ
ア

ｏ
ナ
ポ
リ
民
謡

　

オ
ー
ソ
レ
ミ
ヨ

　

忘
れ
な
草

　　　　　　　　　　

帰
れ
ソ
レ
ン
ト

ヘ

　　　　　　　　　　

．

岡

　

＊
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

　　　

菩
提
樹

「冬
の
旅
よ
り
」

剛

　

＊
ビ
ゼ
ー

　　　　

歌
劇
カ
ル
メ
ン
よ
り

「闘
牛
士
の
う
た
」

　　　

圏　図

　　　　

へｊ

軸

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
劃
成
閏
博
之
さ
ん

蜘

　

古
川
西
中
学
、
古
川
高
校
卒
業
、
国
立
音
楽
大
学
卒
業
、
同
大
学
大
学
院
修
了
。

悶

触

　

文
化
庁
オ
ペ
ラ
研
修
所
修
了
。
第
八
回
日
本
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
一
位
。
第
六
十
九
回
鯛

り

　

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
三
位
。
第
五
回
藤
沢
オ
ペ
ラ
コ
ン
ク
ー
ル
二
位
。
○
三
年
ミ
随

醐

　

ト
ロ
プ
ー
ロ
ス
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（ア
テ
ネ
）
最
高
位
。

聞

　

文
化
庁
芸
術
家
在
外
派
遣
研
修
に
て
渡
伊
。
こ
れ
ま
で
に
、
東
京
二
期
会

コ
フ
ｏボ
随

・

　

エ
ー
ム
」
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ

「カ
プ
リ
ッ
チ
ェ
」
伯
爵
、
佐
渡
裕
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
ｏ
オ
聞

岬

　

ペ
ラ

「カ
ル
メ
ン
」
エ
ス
カ
ミ
リ
オ

「ア
ン
ド
レ
ア
ｏ
シ
ェ
ニ
エ
」
ル
シ
ェ
ー
等
、
闘

輔

　

出
演
多
数
の
実
績
が
あ
る
。

闘

　

直
近
で
も
、
十
四
年
東
京
二
期
会

「ド
ン
・
カ
ル
ロ
」
ロ
ド
リ
ー
ゴ
、
新
国
立
劇
場
闘

　　

「カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ｏ
ル
ス
テ
ィ
カ
十
ナ
」
ア
ル
フ
ィ
オ
、
同
鑑
賞
教
室
謎
堺々
夫
人
ニ
ー

　　　　　　　　　

醐

　　

会

ヌ

ゴ
レ
ッ
と

夕
ィ
ト
ル
〒

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ル
は
じ
め
そ
の
他
、
数
多
く
の
公

　

鯉

闘

　　

．
・
協

　

…

　　　　　　　　　　

獅

　　　

演
を
成
功
に
導
い
て
き
た
。

　　　

闘

…

　

罰

き
萎

墓

　

園

１
鎚

　

シ
デ
プ
レ
、
十
五
策

｛邑

期
鞭

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　　
　
　

　

　
　

　　

　

　　　　　　　　

　

　

　　
　
　　
　
　　

　

　

　　
　

　
　

　　
　　
　
　

　

　　

　

　

　

　

　　
　

　　

　

　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

嗣
写
真
上
は
成
田
博
之
さ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　　

バ
リ
ト
ン
歌
手

　　　　

ａ

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　

第
Ｘ
回
女
医
部
会
開
催
決
定



　

「今
回
の
関
東
艮
陵
同
窓
会
の
『だ
よ

り
』
に
何
か
書
い
て
ね
」
と
幹
事
会
の
席
で

ご
指
名
を
受
け
、
こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
自
己
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。学
生

時
代
は
昭
和
舎
に
生
息
し
、授
業
に
は
ろ
く

す
っ
ぽ
出
ず
に
野
球
の
練
習
に
明
け
暮
れ

て
お
り
ま
し
た
。野
球
部
責
任
学
年
の
年
に

は
、創
部
依
頼
初
と
な
る
東
医
体
優
勝
を
成

し
遂
げ
、幸
運
に
も
授
業
に
出
な
か
っ
た
言

い
訳
が
で
き
ま
し
た
。
東
北
大
学
卒
業
後
、

す
ぐ
に
東
京
女
子
医
科
大
学

　

整
形
外
科

学
教
室
に
入
局
し
ま
し
た
。現
在
は
船
橋
総

合
病
院
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
卒
業
し
た
当
時
は
、初
期
研
修
制
度

の
あ
る
今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
三
者

協
定
と
い
う
制
度
の
も
と
東
北
大
学
の
医

局
の
関
連
病
院
で
研
修
す
る
卒
業
生
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。私
が
東
北
大
学
を
出
よ
う

と
考
え
た
理
由
は
、
東
北
大
学
の
「研
究
第

一
主
義
」と
い
う
理
念
に
自
分
が
合
わ
な
い

と
考
え
た
か
ら
で
す
。東
京
で
臨
床
中
心
に

勉
強
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
そ
う
と
決
め
て

頼
り
に
し
た
の
が
、野
球
部
先
輩
の
野
田
哲

生
先
生

（が
ん
研
究
所
所
長
）
で
し
た
。

野
田
先
生
と
は
、野
球
部
が
優
勝
し
た
年
に

お
会
い
し
ま
し
た
。
主
務
を
し
て
い
た
私
は
、

寄
付
の
お
願
い
を
郵
送
し
た
こ
と
も
あ
り
、

お
名
前
だ
け
は
存
じ
上
げ
て
い
ま
し
た
。

先
生
は
、そ
の
年
す
べ
て
の
試
合
に
球
場

ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
「
一

　

つ
勝
て

ば

一
万
円
寄
付
し
て
や
る
。
が
ん
ば
れ
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
結
局
、
五
回
勝

っ
て
優
勝
し
、
か
な
り
の
出
費
を
さ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
「こ
の
瞬
間
に
立
ち
会
え

て
、
俺
も
未
練
が
な
く
な
っ
た
」
と
言
っ
て

下
さ
っ
た
の
を
聞
き
、嬉
し
か
っ
た
こ
と
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
時
の

縁
を
頼
り
に
事
情
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、東

京
に
出
て
き
て
整
形
外
科
を
専
門
に
し
て

い
る
艮
陵
出
身
の
先
生
方
と
お
話
す
る
機

会
を
作
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
一
週
間
お
付

き
合
い
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、最
後
に
野

田
先
生
は
「東
京
女
子
医
大
は
何
を
研
究
し

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
し
、ど
の
よ
う
に

人
物
評
価
を
し
て
い
る
の
・か
分
か
ら
な
い

け
ど
、学
閥
一五
々
は
な
さ
そ
う
だ
か
ら
や
れ

る
だ
け
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
い
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
東
京
女

子
医
大
に
入
局
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
女
子
医
大
に
入
局
し
て
か
ら
の
十

五
年
は
あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
で
し
た
。

基
礎
研
究
を
や
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
私

が
留
学
の
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
、脊
椎
外

科
を
伊
藤
達
雄
教
授
（脊
椎
外
科
で
は
有
名

な
片
開
き
式
椎
弓
形
成
術
を
考
案
し
た
先

生
）
に
師
事
で
き
た
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

面
で
恵
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

教
室
が
教
授
選
の
混
乱
の
時
に
医
局
長
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
出
会
っ
た
の
が
、

新
田
澄
郎
先
生

（元
東
京
女
子
医
科
大
学

　

呼
吸
器
外
科
主
任
教
授
）
で
し
た
。

先
生
は
、大
月
市
立
病
院
院
長
で
い
ら
し
て
、

医
局
か
ら
大
月
市
立
病
院
へ
医
師
を
派
遣

し
て
い
た
関
係
で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ

り
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
関
東
艮
陵
同
窓
会

の
幹
事
に
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
。教
授
が

変
わ
っ
て
、教
室
内
が
次
の
体
制
作
り
の
た

め
に
ご
た
ご
た
し
た
状
況

　

今
白
っ
ぽ
い
巨

塔
』
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
）
に
な
り
、

私
自
身
か
な
り
追
い
込
ま
れ
た
と
き
、新
田

先
生
は
い
る
い
る
と
相
談
に
の
っ
て
下
さ

り
大
学
を
一度
離
れ
た
私
に
「ど
ん
な
状
況

で
あ
れ
大
学
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
、
出
よ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
出
ら
れ
る
。

潮
時
を
見
極
め
ろ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
ば
何
だ
ろ
う

か
と
考
え
、教
授
に
も
う
一度
大
学
に
戻
れ

な
い
か
と
伺
い
ま
し
た
が
、結
局
Ｏ
Ｋ
の
言

葉
は
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
、
先
輩

か
ら
患
者
様
の
ご
紹
介
を
頂
い
た
り
艮
陵

の
先
生
や
ご
家
族
の
手
術
を
任
さ
れ
た
り

す
る
機
会
が
あ
り
、艮
陵
の
先
生
方
の
信
頼

を
お
受
け
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今

年
教
室
で
は
、
教
授
選
が
あ
り
ま
し
た
が
、

決
ま
っ
た
教
授
を
理
事
会
が
承
認
せ
ず
四

月
に
な
り
選
挙
や
り
直
し
と
な
り
混
乱
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
事
情
で
、
私
が
惨
々

と
し
て
い
る
時
に
、私
が
大
学
入
学
の
頃
か

ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
野
球
部
先
輩
の

前
田
慎
吾
先
生
と
お
話
を
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
前
田
先
生
は
「お
前
が
今
や
る

べ
き
こ
と
は
、
医
局
を
離
れ
る
か
ど
う
か
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
、
何
を
や
り
た
い
か

を
決
め
る
こ
と
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
と
少
し
距
離
を

置
き
、
ピ
ア
ノ
や
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
少
し

づ
つ
自
分
の
時
間
を
作
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
最
初
は
、
喪
失
感
が
大
き
く
戸
惑
い
ま

し
た
が
、少
し
ず
つ
冷
静
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
出
し
た
結
論
は

「今
か
ら
ち
ょ
っ
と
医
局
や
め
て
く
る
」

　

関
東
艮
陵
同
窓
会
に
出
て
お
り
ま
す
と
、

ご
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
探
し
て
元
気

に
や
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
が
多
い
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。
「自
分
な
ん
か
、
ま
だ
、

そ
の
半
分
も
医
者
や
っ
て
な
い
な
」と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
「関
東
艮
陵
同
窓
会
は
、

私
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、先
生

一
人
ひ

と
り
の
立
ち
位
置
や
、考
え
方
で
意
味
合
い

が
変
わ
っ
て
来
る
会
だ
と
思
い
ま
す
。先
生

方
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、そ
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
、
最
年

少
幹
事
と
い
う
立
場
か
ら
後
輩
の
先
生
方

に
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
同

窓
会
に
顔
を
だ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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